
THINK GLOBAL, AC T LOCAL. AND ACT GLOBAL TOO. 1413 THINK GLOBAL, AC T LOCAL. AND AC T GLOBAL TOO.

C
J4

/C
J5

/C
J6

/C
J7

/C
J9

CJ6
遠州デジタルモ ールドバレー・
エコシステムを 構築する
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後 藤  昭 弘
静岡理工科大学  教授
A k i h i r o  G o t o

AT  P R E S E N T
製造現場で金型寿命を延ば
すことが求められている

T E C H N O L O G Y
世界初、金型の破壊現象の
メカニズムをとらえた
●大気中で金型表面の欠陥を短

時間に分析できるメスバウア
分光装置により、金型の破壊
現象を的確にとらえるための
技術を確立。

●冷間鍛造金型により破壊現象
の調査を行った。破壊の前駆
現象として、オーステナイト相の
出現を捕らえることができた。

● 高 硬 度の超 硬 材 料をネット
ワーク状に配置した超硬／ハ
イス鋼複合材料は、優れた摩
耗特性を有しており、金型材料
に適していることを発見。

●金型の寿命（摩耗・破壊）が製品
の品質及びコストに影響する。

I N  T H E  F U T U R E
壊れない金型、壊れない機械
部品でものづくりに貢献する

●分析・材料・加工・情報技術を
融合し、金型技術を核とした遠
州地区の技術向上を遠州デジ
タルモールドバレー・エコシステ
ムの構築を通して実現する。

CJ7
革新的な
高分子ドレッシング材の開発

小 土 橋  陽 平
静岡理工科大学  准教授
Y o h e i  K o t s u c h i b a s h i

AT  P R E S E N T
手術後の傷口や医療デバイスとの接合部の
細菌感染防止が求められている

T E C H N O L O G Y
傷口に貼るだけで細菌の感染を防ぐ高分子ドレッシング材を開発
●既存のポリビニルアルコール（PVA)のジオール基に共有結合するベ

ンゾオキサボロール高分子に着目し、「菌を吸着し細菌の細胞膜を
破壊する」機能をPVAに持たせることに成功した。

●抗菌ドレッシング材の製品化により、細菌による感染リスク、抗生物
質投与量、入院日数などを減少させることができる。

●企業と連携し、����年の製品化に向け知的財産の獲得や臨床試
験の準備を進め、 医療機器として、市場参入を目指していきたい。

●高分子であることから、成型加工が容易であ
り、フィルム状及び糸状の抗菌性ドレッシン
グ材が可能となった。

●既存のドレッシング材（創傷被覆材）では、抗生物質が効かない薬剤耐
性菌を含む、細菌の感染を完全に防ぐことが難しい。

●米国では、薬剤耐性菌による死亡者数は年間�.�万人以上と推定さ
れている。

I N  T H E  F U T U R E
次世代ドレッシング材の製品化を実現する

CJ9
テラヘルツ波を用いて
医薬品の品質を評価する 

佐 々 木  哲 朗
静岡大学  電子工学研究所  
教授

T e t s u o  S a s a k i

AT  P R E S E N T
医薬品品質検査装置の課題

T E C H N O L O G Y
分子レベルでの不純物混入を検出する
テラヘルツレーザー分光スペクトル測定装置
●６桁の精度を持つ「テラヘルツレーザー分

光スペクトル測定装置」を実現し、医薬品
原薬の中に混入する微量の不純物の検出
が可能。

●分子レベルでの不純物混入を検出する原理
検証に成功。着 と々実証例を増やしている。

●次世代医薬品として注
目される中分子医薬品
の分析が可能。従来狙
えなかった標的にアプ
ローチできる技術とし
て活用が見込まれる。

●医薬品製造ラインにおける連続生産への転換にあわせ、インライン
測定手法の開発を進める。

●治験薬製造時から導入可能なため、新薬開発期間の短縮に貢献。

●次世代医薬品とされる中分子医薬品の結晶性を評価できる装置が
望まれている。

●従来法である液体クロマトグラフィーでは検出が難しい微量不純物
の検出技術が必要とされている。

I N  T H E  F U T U R E
医薬品の品質をあらゆるシーンで守る装置として

プロトタイプフィルム
ベンゾオキサボロール
含有高分子
+
ポリビニルアルコール

CJ5
イオンチャネル標的薬が
もっと身近になる

平 野  美 奈 子
光産業創成大学院大学
講師

M i n a k o  H i r a n o

AT  P R E S E N T
イオンチャネルに作用する有効薬探索の
高速化が望まれている

T E C H N O L O G Y
イオンチャネルへの薬剤効果を
高効率・高精度で測定・評価する装置を開発
●株式会社システックと共同で、イオンチャネル

の働きを自動で計測する装置を開発。
●装置内に、イオンチャネルが働く場である細

胞膜を人工的に作製しイオンチャネルの働き
を測定・評価する。

●イオンチャネルの働きを、薬剤あり・なしの条件下
で測定。薬剤のイオンチャネルへの効果を評価。

●従来の装置と比べて短時間での測定が可能。他
のタンパク質の影響を受けずに測定対象のイオ
ンチャネルのみへの薬剤の効果を測定できる。

●薬剤のイオンチャネルタンパク質への効果を高効率・高精度で評価する
自動化装置を製作し、製薬・農薬の開発支援用の評価装置を提供する。

●自動で簡単に、イオンチャネルの活性を複数計測できる装置を完成
させ、難病治療薬の迅速な発見に貢献する。

●イオンチャネルが引き起こす「チャネル病」には有効な治療薬のない難
病もある。

●イオンチャネルへの薬の効き目を効率的に評価する装置の開発が求め
られている。

I N  T H E  F U T U R E
未成熟な市場に、画期的な計測装置を

高精度周波数計測

超硬/ハイス鋼複合調和組織材料電子顕微鏡写真

このような組織構造は硬い超硬がネットワークを形成
しているので、摩耗特性に優れている。

金型を繰り返し使用することで

マルテンサイト組織
・オーステナイト相が出現
・破壊の起点になる

破壊の起点

CJ4
超小型光スイッチング X 線源で
CT を小型化する 

三 村  秀 典
静岡大学  電子工学研究所  
所長  教授

H i d e n o r i   M i m u r a

AT  P R E S E N T
X線CT装置は大掛かり

T E C H N O L O G Y
高電圧不要。光を用いたＸ線発生源の開発
●強誘電体に紫外線を照射すると、高

電圧をかけなくてもX線が出せるX線
デバイスを開発。

●コンパクトな線源と検出器でのX 線
CT撮像ができる。

●機械的な回転が不要な固定型スイッ
チングのため、ランダム照射などの新
しいＣＴ撮像アルゴリズムが可能。

●低線量で小型軽量なため、放射線室が不要かつ場所を選ばない装
置ができ、街の診療所でも設置可能。

●患者は、被ばく量の少ない高機能CT装置での診察を受けることができる。
●救急車に積載し、病院につく前にCT撮像ができる。
●体に装着するだけでX線CT撮像ができるベルト状の装置も実現可

能。ポータブルかつウェアラブルに。

●現在のX線CT装置は機器が大型なため設
置場所が限られる。救急搬送の場合、病院に
つく前のX線CTによる診察が望まれている。

●現状では���kV程度の高電圧が必要であ
り、低電圧化が求められている。

I N  T H E  F U T U R E
ウェアラブルCT撮像が可能に。コンパクトなX線CT装置へ


